
定例記者会見（2 月）次第 

 

平成 31 年 2 月 1 日（金） 

                      午後 1時～ 

市長公室広報広聴係  

＜出席者＞ 

酒田市／市長、副市長 

危機管理監、企画部長 

 

酒田記者クラブ／各社 

幹事社／山形新聞、ＮＨＫ（1月・2月） 

コミュニティ新聞社（記者クラブの承認による） 

 

１ 開 会 

（1）発表事項  

 ① 岐阜県海津市と山形県酒田市との「災害時相互援助に関する協定書」の調印

式を実施します（危機管理課） 

 ② 駐日ポーランド共和国大使が黒森歌舞伎観劇のために本市を訪問します（交

流観光課） 

  

（2）懇談・フリー質問 [幹事社] 

 

（3）その他 

   

２ 閉 会 

 

◆その他配布資料 

① 平成 30 年度やまがた女みなとフォーラム「酒田港に“現代の北前船”クルー

ズ船がやってきた！」を開催します（商工港湾課） 

② Get to Know New Zealand!―ニュージーランドを知ろう―連続講座第 10 回（今

年度最終回）の開催について（交流観光課） 

③ 白崎資金酒田市スポーツ優秀選手表彰式を開催します（スポーツ振興課） 

④ 「就職フェア in さかた 2019」を開催します（商工港湾課） 

⑤ 新商品公開発表会を開催します（商工港湾課） 

⑥ 第 1回酒田市地域クラウド交流会を開催します（商工港湾課） 

⑦ ㈱オードヴィ庄内が国の地域産業資源活用認定を、(有)味の農園が国の農商

工連携認定を受けます（商工港湾課） 



 

定例記者会見資料 

 

平成 31 年 2 月 1 日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

岐阜県海津市と山形県酒田市との「災害時相互援助

に関する協定書」の調印式を実施します 

 

  このたび、岐阜県海津市と災害時相互援助に関する協定を締結します。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日時／2 月 13 日（水）午後 1 時～ 

○場所／岐阜県海津市役所公室 

○内容／災害時相互援助に関する協定書の締結 

○その他／酒田市長、酒田市議会議長が出席 

 

 

 

 

 

  

●お問い合わせ／危機管理課危機管理係 

        信夫一春 

℡ 26-5701、FAX 22-5464 

E メール kikikanri@city.sakata.lg.jp 

 

（テキストボックスの大きさは変えても構いません） 

 

◆ポイント 

○今回、災害時の相互援助に関する協定を締結することとなった岐阜県海津市

（旧平田町）は、同じ名称の縁から平成 7 年 11 月 2 日に旧平田町が友好町盟

約を締結。 

〇互いの合併後も交流が続いており、今日まで小学生同士の交流や物産交流な

どで友好の絆を深めている。 

○両市は、地理的に距離が離れているため同時に被災する可能性が低く、災害

発生時の相互援助が期待できる。 



 

定例記者会見資料 

 

平成 31 年 2 月 1 日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

駐日ポーランド共和国大使が黒森歌舞伎観劇のため

に本市を訪問します 

 

 このたび、駐日ポーランド大使ヤツィク・イズィドルチク氏が、11 月にポー

ランドで公演を行なう黒森歌舞伎を観劇のため、訪問します。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日  時／2 月 17 日（日）午後 1 時ごろ～ 

○場  所／黒森歌舞伎演舞場（黒森日枝神社境内） 

〇訪 問 者／駐日ポーランド共和国大使 ヤツィク・イズィドルチク氏 

○訪問内容／黒森歌舞伎正月公演の観劇と黒森歌舞伎妻堂連中との交流 

 

 

  

◆ポイント 

○11 月に日本とポーランド共和国との国交樹立 100 周年を記念して同国のワ

ルシャワとクラクフで公演を計画しています。 

○平成 30 年 12 月にポーランドでの公演への協力依頼に市長と黒森歌舞伎ポ

ーランド公演実行委員会の副委員長が駐日ポーランド大使訪問。その際に 2

月に行われる黒森歌舞伎正月公演へ招待したところ、先日大使より黒森歌舞

伎を観劇のために本市黒森地区を訪問したいとの返事が届きました。 

〇当日は黒森歌舞伎の観劇とともに、11 月のポーランド公演へ出演する黒森

歌舞伎妻堂連中との交流が予定されています。 

 

●お問い合わせ／交流観光課 川島崇史 

℡ 26-5736、FAX 28-8711 

Eメール furusato@city.sakata.lg.jp 



 

定例記者会見資料 

 

平成 31 年 2 月 1 日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

白崎資金酒田市スポーツ優秀選手表彰式を開催します 
 

 このたび、標記表彰式を開催します。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日時／2 月 16 日（土）午前 10 時～11 時（予定） 

○場所／酒田市公益研修センター ホール 

○対象／大学生・一般 2 人、高校生 5 人、中学生 10 人、小学生 103 人 

計 120 人（※平成 31年 1 月 30 日現在） 

○内容／表彰規定 

※各区分における優勝者またはオリンピック等世界大会出場者 

・高校生・大学生・一般は全国大会以上 

・中学生は東北大会以上 

・小学生は県大会以上 

 

 

 

 

 

 

  

●お問い合わせ／ 

スポーツ振興課スポーツ振興係 乙坂哲也 

℡ 43-6651、FAX 23-2257 

E メール sports@city.sakata.lg.jp 

◆ポイント 

○白崎資金とは／ 

かつて中町二丁目において外科医院を開業された白崎重弥先生のご好意に

より設けられたものです。昭和 55 年から先生のご意志に基づき、酒田駐車ビ

ルの土地に係る収益をあてて運営している白崎資金により、毎年本市スポーツ

優秀選手を表彰しています。 

今年度も小中学校および各競技団体より推薦いただいた選手の競技成績に

ついて審査し、受賞者を決定しています。 
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平成 31 年 2 月 1 日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

Get to Know New Zealand!―ニュージーランドを知ろう― 

連続講座第10回（今年度最終回）の開催について 

 

 本市はニュージーランドを相手国としたオリンピック・パラリンピックホス

トタウンに登録されています。これをきっかけとして、本市とニュージーランド

の市民同士の交流が深まることを目指し、昨年度から市民向け連続講座を開講

しています。 

 つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

記 

 

【第 10 回】 

■日 時／2月 7日（木）午後 6時 30 分～8時 

■場 所／中町にぎわい健康プラザ 集いのスペース 

■講 師／庄司 秀輝 氏（鶴岡市在住、オール・ブラックスファン） 

■内 容／「世界最強のオール・ブラックス 

～ニュージーランド・ラグビーの歴史～」 

■費 用／無料 

 

 

 

  

●お問い合わせ／交流観光課 阿部・池田 

℡ 26-5809、FAX 22-3910 

Eメール sk-koryu@city.sakata.lg.jp 
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平成 31 年 2 月 1 日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

「就職フェア in さかた 2019」を開催します 

 

 この度、酒田市内を就業場所とする求人を対象とした「就職フェア in さかた 

2019」を開催します。つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますよ

うお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

○日時／2 月 23 日（土）午後 1 時～4 時 

○場所／酒田勤労者福祉センター《3Ｆ多目的ホール》 

○対象／酒田市内事業所へ就職・転職を希望する方 

    ※2019 年 3 月の新卒者は対象外 

○内容／企業担当者との直接面談（採用面接や企業説明などを行います。） 

 

  

 

 

 

 

 

  

●お問い合わせ／酒田市雇用創造協議会 

        担当：石垣 博也 

℡ 43-1555、FAX 23-1556 

E メール sakata-koyou2@bz04.plala.or.jp 

 

◆ポイント 

酒田市内勤務、免許・資格不要、日中勤務の求人をメインに開催し、32 社の 

企業が出展予定です。入退場自由、参加無料、事前申込不要とお気軽に参加い

ただける面接会です。 
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平成 31 年 2 月 1 日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

平成 30 年度やまがた女みなとフォーラム 

「酒田港に“現代の北前船”クルーズ船がやってきた！」

を開催します 

 

 このたび、平成 30 年度酒田市民表彰を受賞した「ＮＰＯ法人酒田女みなと会

議」の創立 20 周年を記念し、標記事業を開催します。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

○日時／3 月 2 日（土）午後 2 時 30 分～4 時 45 分 

○場所／ガーデンパレスみずほ（みずほ二丁目 17-8）3 階 鳥海の間 

○内容／①記念講演「未来につながる酒田港」 

講師 国土交通省技監 菊地身智雄 氏 

②トークセッション「現代の北前船クルーズ船が運ぶもの」 

パネリスト プリンセス・クルーズ ディレクター 市川紗恵 氏 

酒田港女みなと会議理事 佐藤香奈子 氏 

酒田市副市長 矢口明子 

③お楽しみ抽選会 

○申し込み／2 月 25 日（月）まで 

○主催／特定非営利活動法人 酒田港女みなと会議 

○共催／やまがた女みなとフォーラム in 酒田実行委員会・酒田港湾振興会 

 

 

 

 

 

 

◆ポイント 

○国土交通省技監菊地身智雄氏を招いての記念講演「未来につながる酒田港」 

○プリンセス・クルーズ（ダイヤモンド・プリンセスの運航会社）、ＮＰＯ法

人、酒田市の女性によるトークセッション「現代の北前船クルーズ船が運ぶ

もの」を行います 

●お問い合わせ／商工港湾課港湾振興係 

担当 千葉、小林 

℡ 26-5758、FAX 22-3910 

E メール kowan@city.sakata.lg.jp 
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平成 31 年 2 月 1 日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

新商品公開発表会を開催します 
 

 このたび、当協議会で今年度開発した新商品の公開発表会を開催します。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

○日時／2 月 13 日（水）午後 2 時～3 時 

○場所／総合文化センター309、310 号室 

○参加対象／酒田市内に事業所がある事業主、起業希望者 

     （食品製造業者、卸・小売業者、サービス業者など） 

○内容／・当協議会事業の内容や進捗状況を紹介 

・新商品の公開（試食およびプレゼンテーション） 

○定員／30 社 

 

酒田のスープ調理例（写真左：ガサエビ、写真右：イチゴ） 

 

 

 

 

 

 

  

●お問い合わせ／酒田市雇用創造協議会 

担当：佐藤、小林 

℡ 43-1555、FAX 23-1556 

E メール sakata-koyou2@bz04.plala.or.jp 

◆新商品開発について 

○平成 30 年度は「酒田の食材を使用した新しいお土産品」をテーマとして、

新商品の開発を進めてきました。 

○「酒田のスープ」は「食の都庄内」親善大使の太田政宏氏の監修です。 
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平成 31 年 2 月 1 日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

第 1 回酒田市地域クラウド交流会を開催します 

 

  このたび、「酒田市地域クラウド交流会」を山形県内初開催します。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日 時／2 月 8 日（金）午後 7 時～9 時 

○場 所／酒田市民会館 希望ホール 小ホール 

○対 象／どなたでも 

○参加費／1,000 円 

○内 容／①起業家プレゼン 

      ・山形ドローン協会協同組合 

      ・株式会社もっけだのフードサービス 

      ・合同会社ｄａｎｏ 

      ・菅原 碧空（酒田東高等学校） 

      ・菅原 峰      

     ②クラウド交流タイム＋応援投票 

     ③応援投票結果発表・賞品授与式 

○申し込み／当日会場へ 

○ＵＲＬ／https://www.facebook.com/events/269589730327970/ 

 

 

●お問い合わせ／ 

 酒田市産業振興まちづくりセンター（サンロク） 

                 小林 裕介 

                 安川 智之 

TEL 26-6066 FAX 26-6068 

E メール sangyoshinko_c@city.sakata.lg.jp 

○地域クラウド交流会とは・・・地域クラウド交流会は、地域住民が起業家 

 を応援することにより地域活性化を目指す交流会形式のイベントです。起業 

 家だけでなく、地域の人たちが参加することで、地域全体のビジネスの活性 

 化につながることを目的としています。 

○起業家プレゼンターに参加者が 1人 1票を「応援投票」として投じていただ 

 き、集めた投票数に応じてプレゼンターが賞品を受け取ります。 

○参加者 1人 1人が主体的に地域の起業家を応援すると共に、参加者同士の 

 交流を図ることで、新たな関係性を広げ地域の活性化へつなげます。 
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平成 31 年 2 月 1 日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

株式会社オードヴィ庄内が国の地域産業資源活用認定を、 

また有限会社味の農園が国の農商工連携認定を受けます 
 

 株式会社オードヴィ庄内（酒田市）が、「清酒製造過程に国産ボタニカル/茶を

使用した新ブランド「FONIA TEA」の開発による、日本酒とは異なる新ジャン

ル『BOTANICAL SAKE』の確立を図る世界展開」について、国(※)から地域産

業資源活用事業計画の認定を受けます。 

 また有限会社味の農園（酒田市）が、「月山人参と庄内産有機玄米を使用した

「玄米入り月山人参ジュース」の開発と販路開拓」について、国から農商工等連

携事業計画の認定を受けます。※東北経済産業局、仙台国税局及び東北農政局 

このたび、下記の通り認定式を行います。 

〇日時／2 月 8 日（金）午後 2 時～ 

〇場所／山形県庁 15 階 1502 会議室（山形市松波二丁目 8-1） 

◆ポイント 

〇 地域資源活用認定とは、中小企業者などが単独または共同で、地域資源を活用して新

商品・新サービスの開発・市場化を行う取り組みに対して、国が認定するもの。 

〇農商工連携認定とは、中小企業者と農林漁業者が連携し、商品開発・販路開拓を行う

取り組みに対して、国が認定するもの。 

 

＜株式会社オードヴィ庄内（酒田市）＞ 

〇国産の茶を伝統的な日本酒の製法の中で使用した新しいタイプの酒「FONIA TEA」を

開発し、国内のみならず海外の洋食マーケットを開拓するもの。 

〇「FONIA TEA」とは、茶由来の渋みや独特の香り、お茶特有のまろやかな甘みとビタ

ーな風味を引き出した酒で、洋食に合わせやすい特徴を持つ。 

〇本案件は、株式会社 WAKAZE（鶴岡市）と連携して行う。 

 

＜有限会社味の農園（酒田市）＞ 

〇高品質の人参を使ったストレートジュースに庄内産有機玄米をブレンドすることで人

参独特の臭みを解消し、美味しく、飲みやすく、さらに栄養価の高い商品開発を行うも

の。ターゲットは健康志向の消費者など。 

〇本案件は、ベジパレット（鶴岡市）と連携して行う。 

 

 

 

〇お問い合わせ／商工港湾課 
 企業立地・産業振興係 安川、辻村 
  ℡ 26-6066、Fax 26-6068 
  Mail：sangyoshinko_c@city.sakata.lg.jp 


